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親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び

妊
娠
体
操
の
教
室
へ

妊
娠
二
十
週
か
う
三
十
週
ま

で
の
方
を
対
象
に
妊
娠
体
操
の

教
室
を
聞
き
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

マ
日
時

叩
月
四
日
(
金
)
午
後

1
時
加
分
1
3
時
泊
分

マ
会
場
平
塚
共
済
病
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、

平
壊
共

済
病
院
看
護
課
(
宮
詑
|
1

9

5
0
内
線
5
5
2
)
へ
。

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

内
容
は
、
「
予
防
が
ポ
イ
ン

ト
、
閉
経
後
事
懸
症
で
す
。

マ
日
時

四
月
5
日
(
火
)
午
後

3
時
加
分
1
5
時

マ
会
場
市
民
病
院

お
申
し
込
み
は
、

市
民
病
院

婦
人
科
外
来

(
北
棟
二
階
)
で

直
接
予
約
す
る
か
、
午
後
二
時

か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
の
聞
に

電
話
で
同
科
(
宮
担
l
o
o
1

5
内
線
2
2
1
8
)
へ
。

男
の
介
護
セ
ミ
ナ
ー

男
性
を
対
象
に
介
護
の
技
術

を
体
験
す
る
講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

9
月
白
日
(
土
)
午
後

1
時
加
分
1
3
時
加
分

お
申
し
込
み
は
、

湘
南
老
人

ホ
l
ム

(
築
野
市
下
大
槻
閣
|

2・

2
花
|
7
5
8
0
)
へ
。

健
塞
嗣
座
「
介
護
保
険

の
制
度
と
し
く
み
」

介
護
保
険
に
つ
い
て
介
睦
癌

祉
士
芯
ど
が
お
話
し
し
ま
す
。

マ
日
時

9
月
四
日
(
水
)
午
後

[あたたかい品〓
公敬称Ia:省略さぜていただきます 可曙""1.・画幽."司ー.. 

・社会福祉基金 地域福祉やボランティアの助成芯ど

に使われます。お問い合わぜは、 社会福祉協誠会n33-

2333へ。
c>ボランテイアグループさっき会15.369円、平木敏勝
10.000円、平塚文化芸能協会55.087円、磯崎輝夫2.000
円、早川金次・時枝・内固有利子20.000円、北村俊一
2.000円、ケーデイサー ビス売1苫6.267円、進藤好造
10.000円、藤本会計堕務所一同5.000円、沼田光憲・憲
次3.000円、皆川妙子8.640円、米善自動車学校24.387
円、世界心道教平宏教会10.000円、佐藤進4.000円、 高
橋美代子5.000円、湘南福祉カラオケ連合会67.430円、
盛名 (8件)878.232円

2
時
相
分
1
4
時

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、

済
生
会

平
場
病
院

(宮
引
|
0
5
2
0

内
線
2
5
0
4
)
へ
。
参
加
自
由
。

高
齢
者
教
喪
講
座
「
海
辺
の

ご
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」

海
辺
の
ご
み
や
生
き
物
の
生

活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

旧
月
7
日

i
m自
の

毎
週
木
曜
日
、
午
前
旧
時
1
正
午

マ
会
場

南
部
福
祉
会
館

マ
対
象
印
歳
以
上
の
方

マ
定
員
相
人
(
先
忠
順
)

お
申
し
込
み
は
、

南
部
福
祉

会
館

(宮
引
1
3
3
7
0
)
へ
。

高
齢
者
の
た
め
の

男
性
料
理
教
室

老
年
期
の
食
生
活
と
水
分
補

給
に
つ
い
て
、
調
理
実
習
と
詰

話
を
通
し
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

9
月
白
日
(
水
)
午
前

市
時
1
午
後
2
時
加
分

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
定
員
男
性
犯
人
(
先
前
順
)

マ
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、

三
角

布
、
タ
オ
ル
、
部
記
用
具

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(E
M
1
0
3
1
1
)
へ
。

c>匿名 (1件) 1.000円

争みどり墨金 緑化団体芯どの助成に使われます。お

問い合わせは、 みどり公園諜(内線2591)へ。
c>岡田民子 7.102円

+献血ありがとう-8月の献血実施協力事業所
c>県農協教育センター、 トノックス、県湘南地区行政

センタ一、日本エアーフィルター、住友血機械工栄総

合技術研究所

司F交通遺児へ

以上7月受け付け分

目
の
健
康
講
座

角
膜
移
植
の
開
演
会
と
自
の

健
康
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

間
月
3
日
(
日
)
午
後

1
時
1
4
時
(
2
時
か
ら
は
相

談
会
)

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
力
イ
プ

ラ
ザ

(M
Nピ
ル
日
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

平
場
市

医
師
会
(宮
引

|
0
8
1
4)へ。

高
血
圧
の
知
識
と
予
防
法

高
血
圧
の
知
識
と
予
防
法
に

つ
い
て
医
師
が
お
話
し
し
ま
す
。

マ
日
時

9
月
四
日
(
火
)
午
後

1
時
泊
分
3
2
時
加
分

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

筆
記
用
具
、
健
康

手
帳
マ
締
め
切
り

9
月
目
白
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(宮
剖
1
0
3
1
1
)
へ
。

糖
原
病
予
防
食
を
学
ぼ
う

内
容
は
、
調
理
実
習
と
栄
養

士
に
よ
る
講
話
で
す
。

マ
日
時

9
月
白
日
(
金
)
午
前

旧
時
1
午
後
2
時

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

三
角
布
、
エ
プ
ロ

ン
、
ふ
き
ん

マ
材
料
費

抑
円

マ
締
め
切
り

9
月
白
日
(
月
)

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(宮
M
1
0
31
1
)
へ
。

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の

体
験
教
室

腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
の
予
防
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

9
月
幻
自
(
月
)
午
後

1
時
泊
分
1
3
時
加
分

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル

マ
締
め
切
り

9
月
目
白
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(古
川
剖
1
0
31
1
)
へ
。

。ャ+土
中ve
守止す4++÷
・
2?止す+++止す+++++++
暗。。?+4+++。端。

い

糊
叩

↑

防

ホ

断

L
Z
ザ

献

柵

恥

刈

閉

村

は

訪

ま

ど

に

ネ

用

の

用

す

E

ムヤ

キ

保
股

介
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滞
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に
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ず
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A
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定
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し

一

ブ
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ま

で
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す

画

一
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で
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の
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す

介

成
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サ

キ

窃

打

開
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2
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制
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作

て

た

や

4
2
rw
謹

ス

る

介

ム
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業

l
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衣
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す

を
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キ

キ

1
J
介

ビ

れ

一

の
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事

画

の

司
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付
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介
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マ
斎
藤
隆
大
(
真
土
小
2
年
)
し
ま
す
。

マ
鈴
木
美
璃
(
富
士
見
小
4
年
)
「
世
界
の
平
和
に
向
け
て
」
の

マ
山
根
響
菜
(
芯
で
し
こ
小
4
年
)
作
文
閉
読
(
榎
本
仁
美
さ
ん
・

マ
入
内
晶
真
一
(
岡
崎
小
5
年
)
大
野
中
二
年
)
や
平
塚
童
謡
の

マ
小
番
詩
織
(
大
原
小
5
年
)
会
に
よ
る
唱
歌
も
あ
り
ま
す
。

マ
高
利
用
優
(
大
住
中
1
年
)
マ
日
時

旧
月
7
日
(
木
)
午
前

マ
青
木
真
知
子
(
浜
岳
中
2
年
)
旧
時
泊
分
i
H時
加
分

マ
会
場

平
塚
慰
霊
塔
前
(
平

塚
八
幡
山
公
園
内
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
福

祉
課

(
内
線
2
2
1
0
)
へ
。

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新

十
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

骸
当
の
方
に
は
新
し
い
保
険

証
を
郵
送
し
ま
し
た
。
九
月
末

に
な
っ
て
も
届
か
芯
い
場
合
は
、

己
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
古
い
保
険
証
は
、
保

険
年
金
課
(
市
役
所
一
階
⑪
番

窓
口
)
、
公
民
館
、
駅
前
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー

(
M
Nピ
ル
十

階
)
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
隙
年

金
課

(宮
引
1
8
7
7
5
)
へ
。

高
脂
血
症
の
実
態
調
査
が

崇
蕃
地
区
、
土
沢
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
各
二
百
人
(
無
作

為
抽
出
)
を
対
象
に
高
脂
血
症

の
実
態
調
査
を
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
九
月
=
干
日
(
木
)

ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
(告
白
|
0
3
1

1
)へ。

よ
い
歯
の
作
文
の
結
果

応
募
総
数
百
四
十
四
点
の
中

か
ら
次
の
八
人
の
方
が
雇
秀
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
三
橋
佳
奈
(
横
内
小
2
年
)

戦
争
犠
牲
者
の
追
悼
集
会

戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
つ
ど
い
を
開
催

が
ん
の
集
団
検
診
で
す

腸
が
ん
(
刷
円
)
、
子
宮
が
ん

(
帥
円
)
、
乳
が
ん
(
初
円
)

※
苅
歳
以
上
の
方
は
無
料

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
希
望
検
診
名
、
希
望

日
を
記
入
し
、

健
康
諜
(
干
制

|
蜘
浅
間
町
9
|
1
内
線
2

6
6
7
)
へ。

年
一
回
の
検
診
で
健
康
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

マ
日
程

左
表
の
と
お
り

マ
対
象

同
が
ん
・
大
腸
が
ん

(
叩
歳
以
上
の
方
)
、
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
(
羽
歳
以
上
の
女
性
)

マ
費
用

胃
が
ん
(
卿
円
)
、
大

がんの集団検診日程表

日程 4z2z h 場

9月27日(月) "*県協同健康保険会館

10月7日(木) "*大神公民館

10月15日(金) ※保健センター

10月四日(水) 食湘南殿協窪田支所

11月25日(木) ※日本たばこ産業

12月11日(土) ※保健センター

1月21日(金) ※保健センター

2月2日(水) "*湘南段協大野支所

2月14日(月) ※保健センター

2月26日(土) ※保健センター

会の会場は胃 ・大腸がん検診のみ

※の会場は結核診断も実施します。(対

象は15歳以上、無料)

平成11年度は青少年健全育成の年

考えようJおとなの彼割地爆のぢかS
声かけは、だれでもできるボランティア

管は、家の近所に「そんなことし

ちゃだめだよ」と、戸をかけてくれ

る大人がたくさんいました。

子どもたちは、地域の大人から)~7

をかけられることで「大人が凡守っ

ている」 という意識を持ちます。 そ

して、そのことが非行防止にもつな

がります。

稲根的に戸をかけて、地域ぐるみ

で子どもたちをはぐくみましょう。

聞青少年相談室 (ft34-7311) 

-一一一

「むbJlテヨミ1戚WUJ空き〉院配

地震でブロック塀が倒れると、逃げ道が寸断されたり、人が下敷きになったり し

ます。 市では、災害防止とみど り豊か忽まちづく りのため、生け垣の設置に補助金

制度を設 けています。 ぜひ、ご活用ください。 ※補助金の対象となるには基準があ

りますので、生け垣を設置する前にみどり公園課へと連絡ください。

我が家の防災対策を確認く連載⑩〉

ブロック塀を生け垣に
0問い合わせ先みどり公園課(内線2591)



@ 
平線市役所 〒254・8686浅間町9・1
ft23-1111・35-1111

@ 
-
市
民
プ
ラ
ザ
で
国
際
児
童
の

絵
画
展

h
F
自
画
像

ル
|
ク

・
ド
ー
ラ

ン
さ
ん

(旧
歳
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
)
の
作
品

世
界
の
児
童
の
絵
画
を
集
め

た
「
力
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
児
童
画
匿
を
聞
き
ま
す
。

自
分
の
夢
や
身
の
回
り
の
で

き
ご
と
芯
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

描
く
世
界
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。
マ
日

時

9
月
白
日
(
祝
)
i
m

日
(
火
)
、
午
前
旧
時
3
午
後
7

時
(
羽
田
は
午
後
3
時
ま
で
)

マ
会
場

市
民
プ
ラ
ザ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

交
流
親

善
課

(宮
お
|
2
5
2
0
)
へ
。

-
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

横
浜
市
消
防
局
音
楽
隊
に
よ

る
吹
奏
楽
「
ペ
リ
l
軍
楽
隊
」

や
江
戸
か
ら
開
固
ま
で
の
東
海

道
の
変
遷
を
掘
り
返
る
ト
l
ク

シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

旧
月
初
日
(
土
)
午
後

0
時
泊
分
1
5
時

マ
会
場

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

マ
テ
l
マ

江
戸
開
園
東
一
還

と
ヨ
コ
ハ
マ
物
語

マ
定
員

削
人

(
抽
選
)

マ
締
め
切
り

9
月
初
日
(
木
)

マ
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記

入
し
、
横
浜
市
道
路
局
計
画
部

企
画
課
(
干

m
l
w中
区
港
町

1
1
1
)
へ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
県
道

推
進
室

(
内
線
2
4
1
1
)
へ
。

・
市
民
法
律
講
座
を
開
催

温
度
分
割
や
離
婚
な
ど
に
つ

い
て
、
横
浜
弁
臨
士
会
の
弁
護

士
が
お
話
し
し
ま
す
。

マ
日
時

9
月
羽
田
3
m月
U

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
6
時

1
8時

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
定
員

各
園
田
人

(
先
震
)

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

推
進
課

(
内
線
2
2
9
3
)
へ
。

・
市
民
合
唱
祭
に
参
加
し
よ
う

来
年
三
月
十
二
日
(
日
)
に
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
「
第

第655号(1日・ 15日発行)

:
:
・
・
:.
…
「
地
球
に
や
さ

l

i
-

….:
:・

1
…し
い
お
居
」
と
岱

い
て
あ
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見

か
け
ま
し
た
が
、
何
を
意
味

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
大
槻
悦
子
さ
ん
・
御
殿
四

丁
目
)

こ
の
ス
テ
ツ
力

…
お
答
え
…----H|
が
は
っ
て
あ
る

広報ひうっか圃

二
十
七
回
市
民
合
唱
祭
」
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
で
活
動
す
る
合

唱
団
マ
参
加
費

一
千
円
(1
団
体
)

マ
締
め
切
り

旧
月
旧
日
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
お
配
り
す
る
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
財
団

(
〒
剖
|
蜘
見
附
町

市
|
1
市
民
セ
ン
タ
ー
内
宮
担

|
2
2
3
5
)
へ
。

-
美
術
館
市
民
ア
l
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

絵
画
や
写
真
、
工
芸
芯
ど
、

み
な
さ
ん
の
美
術
の
発
表
の
場

と
な
る
市
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九

月
ま
で
の
利
用
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

利
用
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

マ
使
用
料
(
1
日
)

全

室
:

一
万
円
、

A
室
・
:
六
千
円
、

B

室
・
四
干
円

※
市
外
の
方
は
、
5
割
増
し

マ
受
け
付
け
期
問
団
月
1
日

(金
)
i
m日
(
祝
)

お
申

ν込
rd
は
、
美
術
館

(宮

お
1
2

1
1

1
)
へ
。

A
V
明
る
い
選
挙
の
標
語
を
募
集

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方

「
地
球
に
や
さ
し
い
お
届
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
何
?

お
屈
は
、

「ご
み
減
量
化
・

資
源
化
」
の
協
力
屈
で
す
。

現
在
、
ス
ー
パ
ー
や
酒
屋

芯
ど
二
百
三
十
六
の
お
屈
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す。
協
力
居
で
は
、
包
装
紙
の

簡
素
化
、
買
い
物
袋
持
参
の

推
進
、
ト
レ
イ
な
ど
の
資
源

マ
応
募
方
法

は
が
き
に
裡
語
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先

(
学
校
名
)
を
記
入
し
、
平
塚
市

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
(
一
T

m
l蜘
浅
間
町
9
|
1
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
内
)
へ

マ
締
め
切
り

旧
月
四
日
(
金
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

(
内
線
2
4

9
5
)
へ
。

-
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
綿
菓

子
機
な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
綿
菓
子

機
や
テ
ン
ト
な
ど
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
利
用
申
し
込
み
の
受
け
付
け

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
対
象

自
治
会
、
子
ど
も
会

芯
ど
の
地
域
活
動
団
体

マ
貸
し
出
し
品

綿
菓
子
機
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、
焼
き
そ
ば

台
、
紅
白
謀
、
テ
ン
ト
芯
ど

マ
締
め
切
り

9
月
山
田
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

市
民
活
動

推
進
課

(
内
線
2
2
6
3
)
へ
。

.
埋
め
立
て
の
申
請
方
法
が
変

わ
り
ま
す
「
神
奈
川
県
土
砂
の
適
正
処

理
に
関
す
る
条
例
」
が
十
月
一

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
、

市
で
受
け
付
け
て
い
た
二
千
平

方
肘
以
上
の
埋
め
立
て
、
盛
土
、

回
収
、
紙
ご
み
の
減
毘
、
従

業
員
へ
の
ご
み
減
2
・
資
源

化
の
啓
発
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

同
盟
力
庖
の
登
録
は
、
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
さ
れ
た
お
屈
に
は
、

「
協
力
誼
」
と
「
ス
テ
ッ
カ

ー
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、

環
境
業

務
課

(
市
役
所
新
館
二
階
・

内
線
2
5
3
7
)
へ
。

|お譲りします (主概算~積雪I
ご家庭の不用品を再

デビューさせませんか。

女譲ってください

チャイルドシー ト、双

子用ベビーカー、ベビ

ーベッ ド、ベビーラッ

ク、二段ベッド、ダイ

ニングテーブル、ビデ

オデッキ、キーボード、

いす式マッサージ機、

子とも用自転車(男の

子用20インチ以下)

女損ります ①有料 ハイチェア一、子ども

服、ベビーキャリ一、洋服だんす

②無料 ランドセル(赤)、ライテイングデ

23ク、電子 レンジ、電気ポッ ト、敷き布団、
臨のかとの材料

。不用品の登録やあっせんは、 電話花王どでお

受けします(先泊順)。受け付けは、土・日

昭目、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま

でです。交渉は当事者同士でお願いします。

鐙銀は3か月間有効

1>問い合わぜ先市民活動推進課 (内線2263)

た
い
積
の
申
請
は
、
十
月
一
白

か
ら
県
平
塚
土
木
事
務
所
(
県

平
塚
合
同
庁
舎
四
階
)
で
受
け

付
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政

策
課

(
内
線
2
3
3
0
)
へ
。

・
建
築
物
の
中
間
検
査
が
始
ま

り
ま
す
十
月
一
日
か
ら
建
築
物
の
中

間
検
査
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

検
査
時
点
は
、
屋
根
工
事
終

了
時

(木
造
)
な
ど
で
す
。

マ
対
象

不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
胆
設
、

二
戸
建
て
の

三
階
建
て
住
宅
芯
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、

建
築
指

導
課

(
内
線
2
6
7
5
)
へ
。

・
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

地
震
で
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
フ
ロ
ッ
ク
塀
を
調
査
し
ま
す
。

来
年
三
月
ま
で
の
聞
に
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
調
査
対
象

山
下
・
勝
原
・

旭
・
松
延
・
金
田
小
学
校
、

山

城
・
旭
陵
・
金
旭
中
学
校
の
通

学
路
沿
い
の
高
さ
1
M
、
長
さ

1
討
以
上
の
フ
ロ
ッ
ク
塀
芯
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
指

導
課

(内
線
2
6
1
0
)
へ
0

.
女
性
情
報
誌

「
豆
」
を
発
行

「豆
」
第
十
号
を
九
月
一
日

に
発
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
特

集
は
、
「
が
ぞ
く
に
つ
い
て
」
で

す
。
お
近
く
の
公
民
館
、
郵
便

局
、
金
融
機
関
な
ど
で
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
女
性
行

政
推
進
室

(宮
引
|
7
5
0
0
)

へ
。A'居
舗
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

居
舗
の
近
代
化
や
消
費
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
芯
と
歪
琴
平

塚
庖
舗
コ
ン
ク
ー
ル
」
。
参
加
十

六
居
舗
の
中
か
ら
、
次
の
庖
舗

が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

会
一
般
小
売
業
庖
の
部

・
最
優
秀
賞

・フ
ラ
ン
ジ
エ
リ

ー
パ
一
ア
イ
ス
リ
l
誼
中
原
居
(
中

原
二
丁
目
)

庖原中葦スJ
，. 
-アエリン

、
/-フ

、7

・
優
秀
賞
・
・
ウ
チ
ヤ
マ
(
松
風

町
)
、
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
(
黒
部

丘
)
食
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
居
の
部

最
優
秀
賞

ル
パ
ス
ポ
ー
ト

(
南
金
目
)

-
優
秀
賞

・
グ
リ
ー
ン
サ
ウ
ナ

(
錦
町
)
、
か
つ
処
椋
の
木
(
見

附
町
)監
査
の
結
果

七
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
た

監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
小

山
稔
氏
、
小
宮
贋
司
氏
、
高
梨

孝
治
氏
、
陶
山
豊
彦
氏
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

{
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
}

-
定
期
監
査

(
平
成
旧
年
度
の

予
算
の
執
行
な
ど
財
務
に
関
す

る
事
務
)

マ
環
境
管
理
謀
、
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
、
都
市
盤
備
謀
、
み
ど

り
公
園
課
、
総
合
公
園
管
理
事

務
所
・
収
入
事
務
、
支
出
事
務

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
良
好
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た

9月納期の市税・手数料
.対象税はど
-固定資産税 傑 3期)
-国民健康保険税 傭 4期)
・国民年金保険料 @有6期〉
ー清掃し原従塁手数料 舘 6期)
ー清掃し原ごみ定額手数料備2期)
・公共下水道使用料 傷害6期)
・納期最終日 9月30日(木)

ス

ヘ
閣
μ

揚

臨

引

麟

…

岡崎
日
劇

武
♂
幽

ハ馴
山
動

9月23日(祝)1平塚競技場119:30-
1>チケッ ト販売所 ベルマー レク ラ

ブショップ大神庖、サク ラeJ苫各
底、腕屋、総合公園管理事務所など

1>前売 り料金 S指定3.600円、 プ ロ

ツク大人2.700円、 プロック小中学

生1.000円、 立ち見大人1.800円、立

ち見小中学生500円

女と男のフ工ステ(/~!~灘高の風'çç湘南ハゼ釣り大会
潮来 ー参加無料ー

ノンフィクション作家 ・吉永みち子さんの
う〈

総協会「ハーモニーが創る21世紀~それぞれ

の選択」を開似します。

1>日時 11月2口(火)午後1時30分間淡

1>会場 中央公民館

1>定員 700人(先着順)

お 巾し込みは、はがき またはFAX(22-

3037) で、参加する方会員の郵便そ&-8-、住所、

氏名、年齢、む話昏号を記入し、 ひらつか女

性フ ェスティパル実行委員会 (〒254-0034

室 町3-1M Nピル10階女性行政推進室 内)

へ。受け付けは、9月20日(月)から

国 女性行政推進室 (宮21一7500)

湘南潮来(相模川・馬入橋下流)を

会場にハゼ釣り大会を開骨Iiします。

1>日 時 9月23日(祝)午前8時~

午後2時 荒天の場合は261:1(目)
1>受け付け 朝務河畔緑地(劉災港

北側)午前8時-10時
1>競技方法 さお、仕掛け、えさ自

由 オカツノ苛リ、車合室当り臼rlJ
1>申し込み方法 奥津繁八釣共応、

はせ川釣具所、西野つり兵居、下

島釣具庖、 iili聞ボー ト底、 Jri'iボ
ートマリーナ、 湘南ひらつか総合

裟内所にある所定の申込性に必要

事項を記入し、当日受け付けへ

閉 商業観光課 (n35-8107) 吉永みち子さん

地域振興券の使用期限は9月20日(月)です。使い忘れがないようにご利用く
ださい。

。平塚市の地域振興券の回収率 (9月8日現在)"'92.1% 残り88.179枚

使用期限は“9月20日(月)"

地域振興券を使おう
0問い合わせ先産業推進課(内線2658)
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• • • 
ゃんのステージ」係(干 254-
8686浅間町9・1)へ。対象は市内
にお住まいの1歳未満の赤ちゃ
ん。締め切りは前月の20目。今
回の応募は42人。
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女応募写真(掲載写真は除く)はケーブルテレビ2chrくらしと市役河ウィークリーJで紹介しています(1人1回)

県平嫁保健

福祉事務局 ・保健センター
.中里34・17
国道1号 ・n34・0311

¥ 、検察開 .県平壊保健福祉事務所
書日野中入口歪 豊原町6-21

平縁駅 . ft32・0130

-
タ
平
田
串
商
業
高

ンセ健保• 
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。 日時 10月28日(木)午前10

時30分-11時30分(予約制)
O会場 ・問い合わせ先 県平
塚保健福祉事務所

• -ヨL，，-D.><=E • 
<幼児期のおやつ>

おやつには3度の食事で足
。忽い栄聾を補う、大切花王役

割があります。

しかし、時間に関係なくだ

らだらとおやつを食べている

と、次の食事までにおなかが

すかす、小食やむら食いの原

因と怒ります。 1日1、2回、朝

食と昼食、昼食と夕食の聞に

と時間を決めて、与えまし

ょう。市販のお菓子なら子ど

もの手のひらにのるくらいが

置の目安です。

。内容 病気と育児の話、赤

ちゃん体操芯ど

0会場 問い合わせ先
センター

三全力主周児-健康診査喜
O対象 生後4か月児(満5
か月になる前日まで)

。受診方法直接、指定医療

機関へ。

霊会歳4ヲか月児歯制診査喜
。日程 10月12日(火)、 19日
(火)、 26日(火)

。時間 午前9時-10時
。会場・ 問い合わせ先 県平

塚保健福祉事務所

イ呆{建

5日 10年3月 1日-10日生
12日 10年3月11日-20日生

19日 10年3月21日-31日生。10月の3歳児
7日 8年8月 1日-10日生
14日 8年8月11日-20日生

21日 8年8月21日-31日生

'2~信号栄養相談三
O対象就学前の子どもの保
謹者(予約制)

O日時 10月13日(水)、 20日
(水)午後1時30分-3時30分

。会場・申込先 保健センター

権

問

検

の

叫
球

審

制

調

先

の

身
不

旧い一

心
効

室
ロ

象

相

暗咋

対

歳

出
『
一
「

O

二議 育墨教室ですご
【すくすく子育て教室1
。対象 生後5-6か月の第1
子の保護者(予約制)

。 日時 10月1白(金)午後1
時30分-3時30分

詳しくは、各家庭にお配りしてある「けんこうカレンダーjをご覧ください。

。日時 10月28日(木)午後
1時30分-2時45分
。内容始め方、作り方、試食

民ペもぐ離乳食教室】

。対象 生後7-8か月兜
。日時 10月1日(金)、 15日

(金)午後1時30分-3時

。内容進め方、調理デモ、

試食

[カミカミ・プラッシンク敵乳食教案1
0対象生後10-12か月!尼
。 日時 10月14日〈木)午前

10時-11時
。内容 進め方、試食、

ッシンクl指導

.10月の力レン夕、一
• • 

一フブ

三事し幼児健康診奪は
。霊け付け 午後1時-2時
。会場 保健センター

【日程と対象1
<)10月の1歳6か月児

:10周愈母親3調教室三
O前期 〈妊娠6か月までの方)
・6日(水)歯の衛生、妊娠中

の過ごし方

. 188 (月)妊娠中・産後の栄養

。後期 (妊娠8か月以降の方)
.25日(月)お産の進み方と産

後の過ごし方、呼眠法

・29日(金)赤ちゃんのおふろ
0時間 午後1時30分-4時
(18日は午前10時30分~午
後2時)

。会場 保健センター

• • 

• 

離季長会教室で三哲三
お申し込みは、教室の聞か

れる1週間前までに会場の保

健センターへ。

【ごっくん離乳食教室】

。対象 生後3-5か月児

•• •••• 

ひらつ想的シ@

•• •• • 

J 

異
国
の
道
端
で
進
む

新
し
い
ド
ラ
マ

ブ
タ
ク
サ
や
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
は
、
花
粉

症
の
原
因
と
し
て
嫌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
こ
れ
ら
の
植
物
が
忠
わ
ぬ
ピ
ン
チ
に
ぷ

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
積
類
も
九

月
に
花
を
つ
け
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
業

が
脈
を
残
し
て
食
い
荒
ら
さ
れ
、
見
る
影

も
な
く
な
っ
て
い
る
株
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
す
。
そ
の
葉
を
よ
く
観
察
す
る
と
、

黄
色
っ
ぽ
く
て
小
さ
い
幼
虫
が
た
く
さ
ん

群
が
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
三ミ
リ
肘
ほ
ど
の

成
虫
の
姿
も
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

こ
の
虫
は
プ
タ
ク
サ
ハ
ム
シ
と
い
い
ま

す
。
成
虫
は
淡
い
黄
土
色
で
、
は
ね
に
黒

い
縦
す
じ
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
ま
だ
日
本
の

昆
虫
図
鑑
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
間
内
で

は
、
つ
い
五
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
見
つ
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
急
速
に
分
布

を
広
げ
、
現
伝
で
は
関
以
や
閃
阿

一
円
で

ご
く
将
過
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
国
で
も
ブ
タ
ク
サ
類
を
食
べ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
が
、
た
ま
た
ま
や
っ
て
来

た
呉
国
で
も
、
そ
の
食
料
に
あ
り
つ
く
こ

と
が
で
き
、
恐
ら
く
寄
生
パ
チ
の
よ
う
な

天
敵
も
い
な
い
こ
と
か
ら
勢
力
闘
を
ぐ
ん

ぐ
ん
広
げ
た
の
で
し
ょ
う
。

プ
タ
ク
サ
ハ
ム
シ
の
よ
う
に
、
外
固
か

ら
何
ら
か
の
人
為
的
な
原
因
で
持
ち
込
ま

れ
、
定
着
し
た
昆
虫
を
帰
化
昆
虫
と
い
い

ま
す
。
帰
化
昆
虫
に
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
や
ア
オ
マ
ツ
ム
シ
の
よ
う
に
、
著

し
く
数
を
附
や
す
も
の
が
出
現
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ブ
タ
ク
サ
ハ
ム
シ
も
、
そ

う
し
た
辺
を
歩
み
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

道
端
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
食
べ
ら
れ
た
ブ

タ
ク
サ
や
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
の
葉
を
見
か
け

た
ら
、
そ
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
も
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
姐
当

博
物
館
宮
(お
)
5
1
1
1

• • • • 

ふ
所
写
記
ち

-v徳田美
渡
ち
ゃ
ん

引
住
一
を
赤

平
成
旧
年
2
月
四
日
生
ま
れ
毛
山
一
ウ
名
「

氏
ロ
刀
力
巳
醍

(

山

下

)

の

生

J
氏
聴

ーノ』
'

ん
引
し
の
広

φ

ザ

やE
臥
ん
報

副

応

ち

月

量

ロ

」

人

ム

朝

十
亦
年
を
ち
一
」

?
:

主
主
亦
餌

法
、γ
番
に

一

時
方
な
話
麗
と

募

が

電

(

)

応
り
と
真
入

p
p
d協
mbφ4Z-ゑ者
d
w
刀
d
p

法
者
に
人
気
の
あ
る
東
京
臨
海
副
都
心
の
新
名
所
「
お

台
場
」。

そ
の
悲
礎
を
「
平
塚
の
松
が
支
え
て
い
る
」
と

い
っ
た
ら
、
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。

訴
は
四
百
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
。
徳
川
家
康
は
、
現
ぶ

の
中
原
小
学
校
付
近
に
「
中
原
御
殿
」
を
造
営
す
る
。
当

時
は
一
帯
が
芝
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
周
闘
を
聞
、つ
た
め

松
の
苗
が
植
え
ら
れ
た
。

一
六
五
七
年
に
は
、

中
原
か
吟

海
岸
に
か
け
て
十
六
か
所
、
約
百
二
十
六
口
の
「
中
原
御

林
」
が
成
立
す
る
。
生
育
し
た
松
は
治
水
土
木
や
建
築
、

造
船
な
ど
の
用
材
に
使
わ
れ
た
。

一
八
五
三
年
、
ペ
リ
l
来
航
を
機
に
、
幕
府
は
海
上
防

衛
策
の

一
環
と
し
て
品
川
沖
に
台
場
(
砲
台
)
を
建
設
。

そ
の
杭
ね
と
し
て
、
中
原
御
林
の
松
が
五
千
四
百
九
十
八

本
切
り
出
さ
れ
、
須
賀
港
か
ら
江
戸
に
運
ば
れ
た
。
現
殺

の
「
お
台
場
」
は
、
そ
の
周
聞
を
埋
め
立
て
て
造
成
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
に
入
る
と
、
中
原
御
林
は
一
部
を
除
き
払
い
下
げ

ら
れ、

松
も
ほ
と
ん
ど
切
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在

は
、
村
井
弦
斎
(二
而
参
照
)
の
旧
宅
跡
で
あ
る
村
井
公

園
な
ど
が
、
わ
ず
か
に
而
影
を
忍
ば
せ
て
い
る
。

本
を
読
ん
だ
り
、
街
を
歩
い
た
り
。
郷
土
史
を
楽
し
む

に
も
、
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
た
。

(八m咲l町)

相
州
中
原
御
殿
之
碑

/ 

中j京御宮配 (博物館所蔵)
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の
を


